
















木稿では， 「シラパスjをめぐって， 日本語教育の場合に特化して考察する。 特に印南大学




して， 日本語教育においてよく言われるところの 「 文法シラパスJ. rタスクシラパスj等と
いった視点からというよりも， 正規学部留学生のための学生の視点に立ったシラパスの構築
を考え， 提案することを目的とする。













ない特殊な事情があった。 そこでは， 今後学部主規留学生を新たに受け入れる以上， 従前に
はなかったシラパスを構築することが求められており， また， 既存のシラパスとの差別化も
図ることが可能であり， また， より学部正規留学生に特化したものが構築できるという環境
にあろうと考える。 そういう情況の中で本稿では， 目的を学部正規留学生のためのシラパス
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